
 
 

社団法人塩谷郡市医師会第63回定時総会 

平成22年4月 10日（土）午後5時30分か

ら、さくら市氏家保健センター集団指導室に

おいて開催されました。出席者 26 名、委任

状出席者51名の合計77名により定足数に達

し定時総会が成立しました。 

議長の大草尚先生のもと無事議事進行が行

われ、全議案承認されました。 

第 1 号議案 平成 21 年度塩谷郡市医師会事

業報告並びに収支決算の承認を求める件 

 尾形会長より医学講座、産業医研修会、介

護保険研修会、クリティカルパス事業、市民

公開講座、地域医療シンポジウム、県北3郡

市医師会懇談会などの事業報告がなされま

した。 

 決算については、西会計担当理事の説明後、 

越井監事から帳簿証票はすべて適正である

との報告があり、全会一致で承認されました。 

 

第 2 号議案 平成 22 年度塩谷郡市医師会事

業計画並びに収支予算の議決を求める件 

 尾形会長から、市民公開講座、リレーコラ

ム、健康かわら版などの広報活動や地域医療

連携の強化などの計画が示されました。 

 西会計担当理事から予算案についての説

明がありました。前年度予算と対比し、科目

ごとの増減理由が述べられ、全会一致で承認

されました。 

第3号議案 会館建設準備金積立取崩の承認

を求める件 

 西会計担当理事から、会費を値上げするこ

となく事業を継続するために、本年度は 450

万円必要であるとの説明があり、賛成多数で

承認されました。 

第4号議案 役員改選に関する件 

 村井信之選挙管理委員長から、会長候補届

出は1名で定数を超えていないため山田聰先

生の無投票当選が告げられました。村井委員

長から当選証書が手渡されました。 

その他の役員についても全て定員以内であ

り、無投票当選が確定しました。 
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塩谷郡市医師会だより 



■■平成22・23年度塩谷郡市医師会役員 

会 長 山田  聰 

副会長 尾形新一郎（主席）岡 一雄(次席) 

理 事 池田  斉(会計担当) 

後藤 哲郎  軽部 敏昭 

佐藤 勇人  佐野 哲郎 

大草  尚  半田  教 

本間 玄規  谷口 雄一 

越井 健司  大和田信雄 

手塚 幹雄(病院代表) 

監 事 小島  崇  江口 光興 

総務会 山田  聰  尾形新一郎 

岡  一雄  池田  斉 

第5号議案 報告事項 

 粂川事務長より、日本医師会及び県医師会

の会費の高齢者減免が 83 歳に引き上げられ

たこと、塩谷郡市医師会については従来どお

り 80 歳から高齢者減免とすることが報告さ

れました。 

その後山田新会長から就任挨拶があり新

体制のスタートとなりました。 

総会終了後、昨年に引き続きＮＩＷＡにて

懇親会が開かれ、和やかな情報交換の場とな

りました。        （文責：編集部） 

平成22年度第1回役員会報告 

5 月 10日（月）午後6時 30分より氏家保

健センター集団指導室において開催された。 

出席者：山田・尾形新・岡・池田・後藤 

軽部・佐野・大草・半田・本間・谷口・越井 
大和田・手塚・江口・阿久津博・森島 

議題Ⅰ 会長方針 
 山田新会長は「救急医療の構築が課題の塩 
谷地区では、まず医療の実状を十分に把握し、 
近隣の医療圏についても知ることが重要と 
なる。そのために塩谷地区内のそれぞれの医 
療機関がどんな医療が可能なのかなどの医 
療情報を共有し、互いに協力し、サポートで 
きる状況を作りたい。また、医療制度や医療 
過誤などの大きな問題についても郡市医師 
会で話し合い、外に向けて発言していく医師 
会にしたい」という方針を述べた。 

議題Ⅱ 平成22年度医師会スケジュール 

年間の郡市医師会の予定は後述の表参照 

議題Ⅲ 各種委員会の方針 
保険委員会（大和田委員長） 

 納得のいかない査定について連絡してほ

しい。 
（学術）研修委員会（植木委員長） 
 日医新生涯教育制度の変更についての説 
明と今年度の講習会について報告があった。 
（産業医）研修委員会（森島委員長） 
 政府の事業仕分け作業のため、地域産業保

健センターの事業継続がどうなるか不透明

になっているなどの状況が阿久津博県医師会

常任理事から説明された。 
介護保険委員会（仲嶋委員長） 
 後藤前委員長から主治医意見書がよく書

かれていない場合があり、特に病院勤務医の

意見書が問題となっている現状について話

があり、今年度主治医研修会の開催を予定。 
感染症委員会（軽部委員長） 
 ヒブワクチン、小児の肺炎球菌ワクチン、

子宮頚がんワクチンなどの新しいワクチン

が登場している。 
裁定委員会（本間委員長） 
 ここ数年裁定委員会が関わるようなトラ

ブルは生じていない。 



医師会史委員会（岡委員長） 
 医師会史続編（新生医師会以前の歴史）の

資料が順調に集まってきている。 
広報委員会（岡委員長） 
 今年度も会員向けに年６回の医師会だよ

りの発行、地域住民向けに年４回の健康かわ

ら版の発行、２市２町の広報誌に月１回養生

のススメの連載を行う。 
選挙委員会（植木委員長） 
 今年度は活動なし。 
医療機能分化委員会（池田委員長） 

 病院と診療所の縦の連携だけでなく、診療

所間の横のチームプレーを取れるようにし

たい。今年度も介護職と症例検討会を開催す

る予定。 
社会活動委員会（森島委員長） 

 10月3日（日）にさくら市氏家公民館で市民公

開講座を開催する。本年度のテーマは在宅医療で

講師は在宅ホスピスを行っている渡辺邦彦先生。 

議題Ⅳ 子宮頚がんワクチンについて 
 大草理事（さくら市医師団）から、さくら

市で小学６年生女児を対象に全額補助、中学

生女子を対象に半額補助で子宮頸がんワク

チン接種が行われる予定で準備が進んでい

る話があった。7 月１４日には保護者と市民

に鈴木教授（自治医大産婦人科教室）の講演

が行われる予定。 

また、塩谷郡市医師会学術研修として、8

月3日に会員向けに鈴木教授の講演会が行わ

れる。 

議題Ⅴ その他 
 山田会長からの要望で、各役員の今年度の

抱負などについて一言ずつ発言してもらっ

た。 

 

 

平成22年度郡市医師会行事予定 
❐平成22年 

4月 10日（土） 第63回定時総会 

4月 19日（月） 第１回総務会 

4月 26日（月） 尾形前会長、 

阿久津前副会長送別会 

5月 10日（月） 第１回役員会 

7月 12日（月） 第2回総務会 

7月 26日（月） 第２回役員会 

7月 30日（金） 納涼会（矢板市医師団） 

10月3日（日） 市民公開講座（さくら市） 

11月29日（月） 第3回総務会 

12月6日（月） 第3回役員会 

❐平成23年 

1月 21日（金） 新年会（高根沢町） 

2月 21日（月） 第4回総務会 

3月 7日（月） 第5回役員会 

4月 9日（土） 第64回総会 

送 別 会 報 告 

平成 22 年 4 月 26 日東武ホテルグランデ

竹園にて尾形前会長、阿久津前副会長の県医

師会での活躍を祈念して送別会が開催され

ました。岡副会長の乾杯で開宴となり、参

加した25名が１人ずつ挨拶を述べました。

エピソードなども披露され、会場は終始楽

しい雰囲気が広がりました。 

 尾形先生、阿久津先生長い間お疲れさま

でした。 
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明治時代の医療の値段 

 今年は 2 年ぶりの診療報酬改定の年だ

ったが、国が大枠を決める医療費総額は

相変わらず抑えられたままで、崩壊した

地域医療を立て直すための大幅な増加と

はならなかった。 

昭和 23（1948）年の新医療法、新医師

法の公布、診療報酬支払基金の発足が、

健康保険普及のきっかけとなり、昭和 36

（1961）年国民皆保険制度が始まる。国

民皆保険により国民が貧富の差なく医療

を受けられるようになるが、一方医師の

収入の大部分が保険診療収入となったこ

とで、診療報酬の改定が医療制度を変え

るほどの影響力を持つようになったので

ある。 

 では保険医療が普及する前の医療費は

どんな具合だったのであろうか。明治初

期の診療報酬は明治以前と同様に医師が

患者に渡す薬剤の値段（薬価）に基づい

て運用されていた。制度上は診療代を取

ってもいいことになっていたが旧来の慣

習は強く、「医療費＝薬代」と考える風潮

が強かった。「薬 1日分米一升」というの

がおおよその目安で、盆暮れの受け取り

が一般的であった。この傾向は大正期ま

で続き、米価が診療報酬改定の際の目安

とされていた。 

今回は塩谷町の青木マサイ家に残さ

れていた明治 44（1911）年 4月 1日改定

の塩谷郡医師会の診療報酬（料金の目

安）を示す。 

内服薬は水薬、散薬、丸薬に分けられ、

いずれも 12銭以上、頓服薬は 6銭以上と

最低金額が決められていた。また、手術

料や包帯料も決められていたことが分か

る。診断、検案書料の所に「診断料 但

し投薬せざるもの」と書かれ、診察料が

単独で取れるようになっていたが、実際

には請求していなかったらしい。手術料

の所に「606 号注射料 12 円以上」と他

の値段に比較してべらぼうな高額が書か

れている。明治 40年頃の米一升は 25－30

銭くらいで、天丼 12 銭、うな重 30 銭、

そば 3銭、豆腐 1銭、大福 5厘（1円の半

分）であった。また、小学校教員や巡査

の初任給が 12円くらいであった。実はこ

の「606 号注射」というのは明治 43 年ド

イツ人エーリッヒと日本人秦佐八郎が合

成した梅毒の特効薬サルバルサンのこと

で、606 番目の試薬が効果があったことか

ら 606 号とも呼ばれた。サルバルサンは

ヒ素を含み毒性が強いため現在は使用さ

れていない。 

ちなみに salvarsan はラテン語の

salvare「救う」と arsenic「ヒ素」か

ら名付けられたという。 


